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3Bp − 5 NOS と NH‡吸収 時 に お け ろ 有機酸イ弋謝 の 差異 に っ 、
・ て

　　　　　　　　　　　　
゜

丸、田
一成，

一手励 修文 「 h 本．幸男　　 （．亀 K ．・農 ・園 芸）

　　植 物 に 与 丸 る窒素化 ・舒物 の 形 態、， すな わ ち．施 肥 窒素形 態 に ょ 7z 植 物 の 生 肴

ぱ ざ ま ざ ま に 変Abす5z と が 知 ら れ て い ゐ
。 硝 酸 態 望素（NO う

一N ） 乞 与 え．た 場合 乙

ア ン モ ニ ア態 窒素（NH4 − N ）を・5−　k ・Z＝ 場 ｛＞ t に S・「寸 る植 物 の 生 賁の 優痴 訂 罅交し た

Ssく の 研 究デ ー タ か ら，　ノ今
丶
日 て 1 、 か王石肖酢之†生植物 と 好 ア ン モ ニ ア

，im直Ψ勿 L い ラ よ う

な栽 暗条件 二 〇 殴
1
琵 な さ れ て 丶

・ う。 しか し な が ら，施 肥 窒素形 態 1； よ る 高辱植物

の 棒 鰯 弋謝 の 差異に 関す る 生理 晦 勺比 較 は s　 ik・t ん ど 燈 れ て、
＼ tよ、

・

． 硝酸イオン

（NO⊃ 蘇 総 し 幽 レ ア ン e ＝ ウ 厶 イπ ン （NHX）雄 緯 レ晒 L τ 馬 楼 内バ謝

が が な 1］愛化 す る こ 乙 が 予想さ れ 6 。 そ ： で ， わ れ わ れ
II
琢籤 窒秦 7 −　k て 技 カ ボ 手 ヤ

（C、。U ．』i＋。 皿塾 血 、V ．Sト1。十。。。）確 生 に NO；あ る ・
x　1“　NH孝t 　vk 収 さ t 爾 械 謝

の 差異 を 明 ら   ⇒ る ； と と 目朗 t し 笑 研 呪 を行 っ て ・
・ ろ．

　　NO；乙 NH卑 iL

τ ぱ 、 陰イ 寸 ン L 陽イ オ ン L 、・ ラ．荷電 の ちが い が あろ 。 した が ワ

て ． ｛ れ そ
’
取 の イオ ン 耕 艮が ラ吸 収 し た 際 、植物 組織 は 電気的 中性 芝維 橋 す る た め

に 対 イ rt ン Σ 生 成 すろ Z ヒ び者 初 KIP 。 植物租織 内 に 、
一一一　fi的 に Sh　／， オ 冫 の 疵 天

が U じ た 場心 二 価 陰イ rt ン 副 ン ゴ酸 塩 糠 且織 内 に 畜積 仍 こ 乙 が知 られ て ・ ・ ろ。

ま た ，微 生物 寛 酬 輊 与 補 L ． デ ン フ
・

ン が ガ 解 さ れ ψ 量 の リ ン ゴ酸 塩 ザ 合 成 さ

Mb と 、ウ 報 駐 あ   哲 ℃ NOヨ ・ 購 励 ボ 千 ヤ の 裏 生 の 根 を 孟 レ て 吸 ak・3
t た 時 の 木侵、 茎L ，　轌…；：．舌 r† る リ ン ゴ 画麦言有量 の 変重刀 を銀

11

足．し 化 。

　　 カ ボ 与 セ 種 孑『を 氷 で 温 の ラ ttた 1t
’
　一 ミ キ ェ ラ イ ト に 幡種 し． 永．以．タトは ま．7 托 く

養ガ を 与一スノ な 、
、
一
乙
」
、　25 ℃ に 脅…1」移卩した．ラ易L室 で 2．− 3 週 PeA：青成 し蔦 後 ．木艮の 1ズー

ミ ・キ ニ L

ラ イ　ト を三先 い 彡答と，し 、　NOξ 畜 よ 7バ NH2 藍斥重K の 濃度 で 糸且・合
’
世 、　L｝ン 凾変勹 り緩衝彡夜で

pH　65 に 調整 し た 垢 養ラ夜に 根 g っ
1飢 苑 眠 射 下 に て 所 足時 間 イ t ン 乞唄 収 さ tt偉 ．

木艮 匡 危 が
・
当 5 な い よ ラ ；こ 、 塔 養彡改は  ア1レ ミ 爪 イ 1レ で 邁 光丿 し た．

e 所 定一時 間後．、．k ， 茎」，

集 IIIbll　 i

！畆 し ， 生 重量t 」則足 し t＝ ft、 た 筋 ．」 ， 90％ の 熱 エ タ ノ
ー 1レ で 組 織 9 殺 し

r・ ． リ ガ 酸 … go・
ef

・ エ タ ノ 刊 レ E・・ee… z ・ 60“

d・z“　3。満 3 回 柚 此 ・ M61i・・噂
（tヲ7千）の 方 三幺で 酵 素 目『）〔：：．足 量こし 蔦

e

　　lo・ti　4一ヤ 実生 の 根 芝 5・mM 　NoJ　tb屯 5 拠 剛 H儲 喞 。 フ lt、 付 ン を 吸 収 さ 亡

た 場合 ． ま ず根 で は 、 吸 収 關始 後 ヱ 時 間 目 で NO；に よ る わ すか な リ ン ゴ 酸 生 成促 進

瞳 滌 樋 た が！ 鷙 眼 し て NH卑乞吸 収 馳 た 搬 τ 1丁一 じ ゴ 酸 9A 量 破 紅 よ

設 晦 れ な か 7 た ． 茎 7
−
19． 各晴 屯 と 壱 顕 者 な 11 ン ゴ祓 含有量 の 鋤 ・ が e ら れ 尺 。

吸一峡 開始 後 1 時 問 目 で NO；磆 屯 で 葡 170　r． 、 NH‡循 地 で 豹 9D％ 乙 リ ン ゴ酸 含育量が

増   し 、 そ の 後 ．時 間 匕 L も に 臧 ケ し， 4 時 閾 冒 1＝ 感 イ 才 ン を．喰 杖 さ 亡 る 前 0 レへ
L

ル 殺 減 九 ち 。 葉 に X・、・ qg 、
1
じ ゴ 酸 信有量 の 顕 著な 変動 薪 ら れ な か 7 た 。

　　 NO；k 与 k て も 、　 NH 注を 与 ん て 毛 、 リ ン ゴ 酸 が 生 成 さ れ 6L い ラ縞 果 か ら ． わ

れ η n ・lx 、 こ れ ら の 窒素化 含 物 1＝ よ る リ ン ゴ 凾芟生 成 が 単 に 電気的 中性 k 維 梼 す る た

め の tS体 反応 で ［1 ・tS い と 老 丸1 特 に 、　 N　O；に よ る リ ン ゴ 酸 生 成 が何 に 起 因 し
、

ど の

度 う　ねこ機イ乍τ 進 行 　し　ス　丶丶 る　の か ［こ つ い て 、　現 在．．　解粧 中　Zl
・7）る 。
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